
中
城
村

写
真
：
中
城
小
学
校
運
動
会
5・６
年
生

令
和
４
年
11月

20日

○
 一
般
質
問

○
 研
修
会
報
告

○
 編
集
後
記
・
題
字
提
供

○
 一
般
質
問

○
 研
修
会
報
告

○
 編
集
後
記
・
題
字
提
供

目
次
 

○
 令
和
3年
度
決
算
認
定

○
 9月

定
例
会
の
主
な
議
案

○
 議
員
紹
介

目
次
 

○
 令
和
3年
度
決
算
認
定

○
 9月

定
例
会
の
主
な
議
案

○
 議
員
紹
介

P7～
14

P15
P7～

14
P15

P2～
3

P4～
5

P6 P2～
3

P4～
5

P6

題
字：琉

大
付
属
中
学
校
3年
生 井
上
　
悠

中
城
村
マ
ス
コ
ット
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

2022年
12月

20日
発
行

胸
の
と
き
め
き

【
花
こ
と
ば
】

【
撮
影
場
所
】

新
垣

い
の
う
え

ゆ
う

ギ
ン
ネ
ム

ギ
ン
ネ
ム



令和4年9月定例議会 
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特別会計・企業会計決算の議決状況

認定
第1号

認定第2号

認定第3号

認定第4号

認定第5号

認定第6号

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

公共下水道事業特別会計

土地区画整理事業特別会計

汚水処理施設管理事業特別会計

24億4,455万円

1億6,418万円

2億9,001万円

1億2,701万円

381万円

24億2,365万円

1億6,344万円

2億8,818万円

7,643万円

321万円

会計別 歳入総額 歳出総額 議決結果

認定

認定

認定

認定

認定

令和3年度一般会計から水道事業会計等の7会計の決算を審議しました。歳入総額から歳出総額を差引きし、
令和4年度に繰越額を除いた実質収支額は、一般会計で3億3,380万円、特別会計で746万円であり、総額
3億4,126万円の黒字決算でした。水道事業会計は、8,122万円（税抜）の利益剰余金となった。

認定第7号 水道事業会計
収益的収入及び支出

資本的収入及び支出

5億　987万円

1億1,202万円

4億4,287万円

1億3,821万円
認定

※

※不足する2,619万円は消費税調整額、村債積立金、損益勘定留保資金で補填

会計
執行率
90.1％

一般
会計 102億2,107万

106億4,031万

自
主
財
源
37
.1%

　　
　　
　　
　　　

　　　　　　　　依存財源62.9％

歳入
地方税（村税）

25％

地方
交付税
17％ 国庫支出金

24％

県支出金
12％

地方債4
％

その他6％

そ
の
他
10％

繰入金2
％

　　投資的経費7%　　　　　　　
　   
 義務

的経
費5

2%

歳出

物件費
14％

普
通
建
設
事
業
費

７
％

扶助費
33％

人件費
14％

繰出金8%

補助
費等
9%

積立金
10%

公
債
費
５
％
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令和4年9月定例議会 

基金残高 特定の目的のため積み立て、または準備（貯蓄）しておく資金。

※基金とは、特定の目的のため積み立て、または準備しておく資金。

森林環境
譲与税基金
233万円 1億475万円 0.4万円 3億2,496万円 718万円 28億3,347万円

土地開発基金 国保財政
調整基金

南上原土地区画
整理事業基金 合　計汚水処理施設

管理事業基金

財政調整基金

8億6,789万円 2億7,384万円 1億1,132万円 1,654万円 1億9,773万円 7億1,288万円 2億1,400万円

減債基金 庁舎建設基金 人材育成基金 チバリヨー中城
ごさまる応援基金

公共施設
整備基金

一般廃棄物処理
施設整備基金

地方債（村債）残高の推移 公共施設や道路、下水道などの整備に充てた借入金。

58億2,659万円 19億4,774万円 1億115万円1億115万円

57億3,108万円 18億7,683万円 9,237万円9,237万円
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（人）

106億
4,031万円

102億
2,107万円

128億
5,319万円

124億
7,129万円93億

6,084万円
91億

5,310万円

21,97921,979
22,16122,161

21,72821,728

■ 歳入　■ 歳出　● 人口過去3年間の一般会計決算と人口推移（人口統計10月末）

令和3年度 予算執行における審査結果の各委員会意見

★健康保険課への意見
　アミノインデックス検査については、受診が減少しているため、がんクーポン事業の拡充に充てることを求める。

★企画課への意見
　健全な財政運営を確立するための中長期財政計画を策定し財政運営の指針を示すことを求める。

★総務課への意見
　自治会活動活性化補助事業については、予算現額どおり「7自治会」への補助を執行できるよう丁寧な説明と調整を
　行い十分な成果を求める。

★公共下水道事業特別会計への意見（上下水道課）
　更なる接続向上に努めること。
★土地区画整理事業特別会計への意見（都市建設課）
　南上原地区の土地区画整理事業の早期完了を目指すこと。
　南上原地区土地区画整理事業での換地処分業務も計画的に行うこと。

★水道事業会計への意見（上下水道課）
　施設管理に対する中長期計画を実施し、配水池を計画的に取り組むことを指摘する。
　老朽施設の早期改善と漏水量減に取り組み、事業計画に基づいて進めること。

★汚水処理施設管理事業特別会計への意見（上下水道課）
　汚水処理施設は築造後、約30年近く経過しており、施設整備に係る維持管理、施設の改築に適切に対応していくこと。

★教育総務課および共同調理場・福祉課・こども課への意見
　認定すべきものとして決定。
★生涯学習課への意見
　わかりやすい事業内容の説明資料を整備することを求める。

文教社会常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会
一般会計への意見
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議員

議案第36号

起立採決の結果

議案

【新垣修】　マイナンバーカードのポイント付与制度は１２月迄延長されたので、住民に配布予定のクオカード購入
費は１２月の制度終了後に予算化しても良いのではと考えます。クオカードの配布には、マイナンバーカードを先に
作った者と、これから作る者との不公平感が生じる為、原案は見直して頂き、住民に平等な配布金や進呈品が配布
されるような予算提案を行ってほしいので原案には反対の立場で提案いたします。

【大城常良】　制度の見直しは国からの修正で１２月迄延長されているが、国の対応は変わりうるかも知れない。一
旦予備費に回し、必要性があれば１２月議会にて再計上することが最良と考える為原案に反対です。
【新垣博正】　マイナポイント制度が延長されたのは課長も事前に知りえている事ですので、削減に応じても良いの
では。原案には不公平感をとても感じており、住民に対して公平に扱う事が原理原則と考えますので原案に反対です。

【桃原清】　クオカード購入費は、国の制度が延長して必要のない状況になれば、補助金はいらないという事で良い
のではと思います。歳入に入れて予算化し国の対応が延長され予算を使わなければ返却しても良いと思うので原
案に賛成です。
【石原昌雄】　今回の補正予算はこの制度が延長される前に定められています。マイナンバーカードの推進の為にク
オカードを進呈してでも進めて行きたいという村の意気込みがあり、その姿勢をしっかり受け止めて原案に賛成です。

令和4年9月定例議会 

否決
議案第36号

討論のクローズアップ
「令和４年度中城村一般会計補正予算（第５号）」に対する

（修正案）は反対多数で否決
マイナンバーカード作成に係るクオカード配布事業予算に関する 修正動議

提案理由

修正動議に賛成

修正動議に反対

議案
第45号

議案
第46号

議案
第47号

議案
第48号

議案
第44号 可決

可決

可決

可決

可決

議案番号 議案等の概要（提案理由）件　名 結果

中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例

中城村特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部を改正する条例

中城村職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例

令和４年度 中城村一般会計補正予算
（第６号）

令和４年度 中城村公共下水道事業特別
会計補正予算（第３号）

国の人事院及び県人事委員会の勧告により本村の議会議員
の期末手当の引上げ措置をおこなうため

国の人事院及び県人事委員会の勧告により村長、副村長、教
育長の期末手当の引上げ措置をおこなうため

国の人事院及び県人事委員会の勧告により本村職員の期末
手当の引上げ措置をおこなうため

歳入歳出の総額にそれぞれ456万8千円を追加し、総額を
105億2,035万８千円とするため

歳入歳出の総額にそれぞれ25万6千円を追加し、総額を5億
302万3千円とするため

令和4年 第10回 臨時会（令和４年11月28日）

（5）

議案等の概要（提案理由）件　名議案番号 結果

令和4年9月定例議会 

令和4年 第9回 9月定例会に上程された
議案・承認・報告・請願・陳情・意見書・決議

議案
第35号 可決中城村固定資産税の課税免除等の特例に関する

条例の一部を改正する条例
沖縄振興特別措置法の一部を改正する法律等が
同年4月1日施行されたため、条例の一部を改正
する必要がある。

議案
第36号 可決令和４年度中城村一般会計補正予算（第５号） 歳入歳出それぞれ5億2,720万6千円を追加し、

総額をそれぞれ105億1,579万円とする。

議案
第37号 可決令和４年度中城村国民健康保険特別会計

補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ2,251万円を追加し、総額を
それぞれ25億1,883万4千円とする。

議案
第38号 可決令和４年度中城村後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ73万2千円を追加し、総額を
それぞれ1億5,941万8千円とする。

議案
第39号 可決令和４年度中城村公共下水道事業特別会計

補正予算（第２号）
歳入歳出それぞれ734万円を追加し、総額をそ
れぞれ5億276万7千円とする。

議案
第40号 可決令和４年度中城村土地区画整理事業特別会計

補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ64万9千円を追加し、総額を
それぞれ2億7,071万3千円とする。

議案
第41号 可決令和４年度中城村汚水処理施設管理事業特別会計

補正予算（第１号）
歳入歳出それぞれ59万8千円を追加し、総額を
それぞれ350万6千円とする。

議案
第42号 可決中城村役場旧庁舎解体工事請負金額の

変更契約について
変更請負金額 　3,605万3千円
変更金額　　 △1,294万7千円

議案
第43号 可決令和３年度中城村水道事業

未処分利益剰余金の処分について 未処分利益剰余金 8,122万1千円

報告
第６号 報告令和３年度決算に係る健全化判断比率 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に

より議会に報告する必要がある

報告
第7号 報告令和３年度決算に関る資金不足比率

（中城村公共下水道事業特別会計）
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある

報告
第8号 報告令和３年度決算に関る資金不足比率

（中城村土地区画整理事業特別会計）
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある

報告
第9号 報告令和３年度決算に関る資金不足比率

（中城村水道事業会計）
地方公共団体の財政の健全化に関する法律に
より議会に報告する必要がある

報告
第10号 報告令和３年度沖縄県町村土地開発公社

事業報告及び決算報告 令和3年度事業・決算・資金報告

同意
第4号 同意監査委員の選任につき同意を求める 桃原 清 氏へ選任することに同意

陳情
第15号 採択「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の

有効期限延長に関する陳情
総務常任委員会に付託された陳情を審査の結果
採択と決定

陳情
第16号 採択ＰＦＩ事業に関する地元企業、最優先活用について

（要請）
文教社会常任委員会に付託された陳情を審査の
結果採択と決定

陳情
第17号 採択持続可能な農業生産基盤の確立に関する要請 建設常任委員会に付託された陳情を審査の結果

採択と決定

意見書
第6号 可決「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の

有効期限延長に関する意見書
陳情第15号の採択により各関係機関へ有効期
限延長に関する意見書を提出する
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「○」：賛成　「×」：反対　＝※原案に対しての採決

伊
佐
　則
勝

議
　長

起
立
多
数

○ ○○

×

○

×

○

× ××

○○ ○ ○ ○

石
原
　昌
雄

新
垣
　
　修

新
垣
　善
功

仲
松
　正
敏

比
嘉
　麻
乃

新
垣
　貞
則

新
垣
　博
正

比
嘉
　
　護

安
里
　清
市

玉
那
覇
　登

屋
良
　照
枝

桃
原
　
　清

大
城
　常
良

金
城
　
　章

小
橋
川
恵
美

採
決
の
結
果

議員

議案第36号

起立採決の結果

議案

【新垣修】　マイナンバーカードのポイント付与制度は１２月迄延長されたので、住民に配布予定のクオカード購入
費は１２月の制度終了後に予算化しても良いのではと考えます。クオカードの配布には、マイナンバーカードを先に
作った者と、これから作る者との不公平感が生じる為、原案は見直して頂き、住民に平等な配布金や進呈品が配布
されるような予算提案を行ってほしいので原案には反対の立場で提案いたします。

【大城常良】　制度の見直しは国からの修正で１２月迄延長されているが、国の対応は変わりうるかも知れない。一
旦予備費に回し、必要性があれば１２月議会にて再計上することが最良と考える為原案に反対です。
【新垣博正】　マイナポイント制度が延長されたのは課長も事前に知りえている事ですので、削減に応じても良いの
では。原案には不公平感をとても感じており、住民に対して公平に扱う事が原理原則と考えますので原案に反対です。

【桃原清】　クオカード購入費は、国の制度が延長して必要のない状況になれば、補助金はいらないという事で良い
のではと思います。歳入に入れて予算化し国の対応が延長され予算を使わなければ返却しても良いと思うので原
案に賛成です。
【石原昌雄】　今回の補正予算はこの制度が延長される前に定められています。マイナンバーカードの推進の為にク
オカードを進呈してでも進めて行きたいという村の意気込みがあり、その姿勢をしっかり受け止めて原案に賛成です。

令和4年9月定例議会 

否決
議案第36号

討論のクローズアップ
「令和４年度中城村一般会計補正予算（第５号）」に対する

（修正案）は反対多数で否決
マイナンバーカード作成に係るクオカード配布事業予算に関する 修正動議

提案理由

修正動議に賛成

修正動議に反対

議案
第45号

議案
第46号

議案
第47号

議案
第48号

議案
第44号 可決

可決

可決

可決

可決

議案番号 議案等の概要（提案理由）件　名 結果

中城村議会の議員の報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部を改正する条例

中城村特別職の職員で常勤のものの給与及
び旅費に関する条例の一部を改正する条例

中城村職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例

令和４年度 中城村一般会計補正予算
（第６号）

令和４年度 中城村公共下水道事業特別
会計補正予算（第３号）

国の人事院及び県人事委員会の勧告により本村の議会議員
の期末手当の引上げ措置をおこなうため

国の人事院及び県人事委員会の勧告により村長、副村長、教
育長の期末手当の引上げ措置をおこなうため

国の人事院及び県人事委員会の勧告により本村職員の期末
手当の引上げ措置をおこなうため

歳入歳出の総額にそれぞれ456万8千円を追加し、総額を
105億2,035万８千円とするため

歳入歳出の総額にそれぞれ25万6千円を追加し、総額を5億
302万3千円とするため

令和4年 第10回 臨時会（令和４年11月28日）
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※現物給付とは：病院に健康保険証と受給者証を提示することにより、
　自己負担なしで診察や治療を受けたり、薬をもらうことができるということです。

令和4年9月定例議会 

街
路
灯
の
電
気
料
金

交
番
所
設
置

比嘉　麻乃　議員

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

議
員 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
や
物
価
高
騰
で
疲
弊

し
て
い
る
村
民
や
村
内
事

業
者
へ
の
支
援
を
目
的
に

商
品
券
事
業
を
実
施
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

産
業
振
興
課
長 

令
和
４
年

度
に
お
い
て
は
、商
品
券
事

業
を
実
施
す
る
予
定
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員 

原
油
価
格
や
物
価
の

高
騰
、さ
ら
に
食
品
の
値
上

げ
で
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
世
帯
は
多
い
と
思
う
。商

品
券
の
販
売
で
は
な
く
配

布
を
し
て
い
た
だ
き
、特
に

70
歳
以
上
の
方
へ
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

議
員 

自
治
会
が
負
担
し
て

い
る
電
気
料
金
を
村
が
負

担
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

議
員 

重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
の
支
払
い
方
法
は
。

議
員 

令
和
４
年
５
月
30
日

に
村
長
自
ら
、宜
野
湾
警

察
署
へ
出
向
き
、「
中
城
村

南
上
原
地
区
に
お
け
る
交

番
所
の
設
置
」に
つ
い
て
の

要
望
書
を
提
出
し
た
が
現

在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

既
存
警
察

施
設
の
位
置
や
管
内
人
口

の
変
動
、治
安
情
勢
、近
隣

施
設
と
の
統
廃
合
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
、検
討
し
て

い
る
と
の
報
告
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

一般質問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。

令和4年9月定例議会村政を問う！

比
嘉 

麻
乃
①
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券 

②
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成

③
街
路
灯
の
電
気
料
金 

④
交
番
所
設
置

金
城 

章
①
宜
野
湾
横
断
道
路 

②
道
路
行
政（
里
道
）等 

③
会
計
年
度
任
用
職
員（
臨
時
職
員
）の
処
遇
改
善 

④
小
学
校
建
設

⑤
議
員
報
酬 

⑥
村
内
の
緑
化
・
美
化

新
垣 

博
正
①
バ
ス
停
を
屋
根
付
き
に
整
備
で
き
な
い
か

②
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
、循
環
型
社
会
の
形
成 

③
護
佐
丸
歴
史
資
料
館
企
画
展

石
原 

昌
雄
①
上
地
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
見
直
し

②
中
城
城
跡
整
備
と
ハ
ン
タ
道
整
備
の
進
捗
状
況

③
障
が
い
者
雇
用
と
職
員
採
用 

④
各
字
自
治
会

大
城 

常
良
①
福
祉
の
充
実
に
向
け
て 

②
学
校
建
設
計
画

③
浜
漁
港
の
安
全
管
理 

④
防
犯
灯（
街
灯
）の
設
置

玉
那
覇 

登
①
要
保
護
・
準
要
保
護
・
特
別
支
援
教
育
児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業

②
災
害
対
策 

③
村
道
管
理 

④
バ
ス
停
留
所
に
椅
子
の
設
置

⑤
国
道
3
2
9
号
西
原
中
城
バ
イ
パ
ス

安
里 

清
市
①
消
防
庁
舎
の
新
築 

②
投
票
率
の
底
上
げ
を
図
る

③
吉
の
浦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
整
備 

④
松
く
い
虫
の
防
除

新
垣 

修
①
マ
マ
さ
ん
活
躍
に
支
援
の
配
慮
を
！ 

②
村
道
管
理
の
在
り
方

③
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
務

屋
良 

照
枝
①
農
道
舗
装 

②
保
育
施
設
で
の
安
全
対
策
は
中
城
は
大
丈
夫
で
す
か

仲
松 

正
敏
①
農
業
振
興 

②
生
活
道
路
の
騒
音
公
害
問
題

桃
原 

清
①
中
城
・
津
覇
両
小
学
校
の
整
備 

②
中
学
校
移
転
計
画

③
旧
役
場
庁
舎
跡
地
利
用 

④
泊
地
区
の
バ
ス
停
設
置

⑤
中
城
北
中
城
消
防
組
合
、新
庁
舎
建
設

小
橋
川 

恵
美
①
泊
交
差
点
信
号
設
置 

②
中
城
村
の
産
後
ケ
ア

新
垣 

貞
則
①
中
城
小
校
区
内
の
施
設
整
備 

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
図
る

③
吉
の
浦
公
園
施
設
整
備
を
し
て
人
材
育
成
の
強
化
を
図
る

比
嘉 

護
①
土
地
利
用
見
直
し 

②
観
光
振
興
は

重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
助
成

福
祉
課
長 

医
療
機
関
窓
口

で
受
給
者
証
を
提
示
し
て

の「
自
動
償
還
払
い
」と
、

窓
口
で
支
払
っ
た
領
収
書

を
福
祉
課
窓
口
で
申
請
す

る「
償
還
払
い
」の
二
通

り
で
す
。

議
員 

本
村
は
中
学
校
卒
業

ま
で
こ
ど
も
医
療
費
は
窓

口
無
料
に
な
っ
て
る
が
、障

が
い
を
お
持
ち
の
お
子
様
の

医
療
費
の
支
払
い
方
法
は
。

議
員 

こ
ど
も
医
療
費
助
成

同
様
、現
物
給
付
に
で
き
な

い
か
。

福
祉
課
長 

条
例
改
正
を
す

れ
ば
一
番
早
い
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
間
ど
う
い
う
対

応
が
で
き
る
か
、今
協
議
を

し
て
い
ま
す
。

議
員 

一
日
も
早
く
条
例
改

正
を
し
、現
物
給
付
に
す
べ

き
だ
。成
人
者
の
現
物
給
付

導
入
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長 

村
単
独
で
や
る

の
は
な
か
な
か
厳
し
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。

村
長 

３
月
の
予
算
に
向
け

真
剣
に
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

都
市
建
設
課
長 

現
在
、自

治
会
か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
い
た
電
気
料
金
を
基
に

村
管
理
、自
治
会
管
理
の

街
路
灯
の
台
帳
作
成
及
び

精
査
を
行
な
っ
て
お
り
、見

込
み
額
を
算
出
し
、新
年

度
に
向
け
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

福
祉
課
長 

償
還
払
い
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

※
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令和4年9月定例議会 

中
城
村
議
会
の
新
し
い
顔
ぶ
れ

新議長就任あいさつ

文教社会常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

　ハイサイ　グスーヨー　チューウガナビラ
　このたび、議員改選後の議長選挙にあたり、私が当選人となりました。
　心より御礼申し上げます。
　地方自治の本旨に基づき、豊かな中城村を実現するため、議会の果たす役割
と目的を達成することを決意し、微力ながら、議長職という重責を担い、円滑
な議会運営に努めて参ります。
　また、本村の議会基本条例が４年前に制定されました。議会と執行機関の二
元代表制の基、村民主権を念頭に、村民に開かれた議会改革に努めます。
　結びに、平和で誇りある豊かな「とよむ中城」の実現に向け地方自治の進
展と村民の福祉向上のため誠心誠意努力いたす所存でございます。

～二元代表制の一翼を担う議会へ～～二元代表制の一翼を担う議会へ～

委員長
比嘉 麻乃

副議長　石原 昌雄

議長　伊佐 則勝

副委員長
新垣 修

委員
新垣 博正

委員長
新垣 貞則

委員長
安里 清市

副委員長
玉那覇 登

委員
新垣 善功

委員
金城 章

委員
小橋川 恵美

副委員長
屋良 照枝

委員
石原 昌雄

委員
仲松 正敏

委員
比嘉 護

委員
大城 常良

委員
桃原 清

地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
！
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※現物給付とは：病院に健康保険証と受給者証を提示することにより、
　自己負担なしで診察や治療を受けたり、薬をもらうことができるということです。
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か
。
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課
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令
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度
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は
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券
事

業
を
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す
る
予
定
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

議
員 

原
油
価
格
や
物
価
の

高
騰
、さ
ら
に
食
品
の
値
上

げ
で
生
活
が
困
窮
し
て
い

る
世
帯
は
多
い
と
思
う
。商

品
券
の
販
売
で
は
な
く
配

布
を
し
て
い
た
だ
き
、特
に

70
歳
以
上
の
方
へ
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

議
員 

自
治
会
が
負
担
し
て

い
る
電
気
料
金
を
村
が
負

担
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

議
員 

重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
の
支
払
い
方
法
は
。

議
員 

令
和
４
年
５
月
30
日

に
村
長
自
ら
、宜
野
湾
警

察
署
へ
出
向
き
、「
中
城
村

南
上
原
地
区
に
お
け
る
交

番
所
の
設
置
」に
つ
い
て
の

要
望
書
を
提
出
し
た
が
現

在
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

既
存
警
察

施
設
の
位
置
や
管
内
人
口

の
変
動
、治
安
情
勢
、近
隣

施
設
と
の
統
廃
合
等
を
総

合
的
に
勘
案
し
、検
討
し
て

い
る
と
の
報
告
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。

一般質問 ※質問者が会議録から要約した原稿を編集しています。

令和4年9月定例議会村政を問う！

比
嘉 

麻
乃
①
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券 

②
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成

③
街
路
灯
の
電
気
料
金 

④
交
番
所
設
置

金
城 

章
①
宜
野
湾
横
断
道
路 

②
道
路
行
政（
里
道
）等 

③
会
計
年
度
任
用
職
員（
臨
時
職
員
）の
処
遇
改
善 

④
小
学
校
建
設

⑤
議
員
報
酬 

⑥
村
内
の
緑
化
・
美
化

新
垣 
博
正
①
バ
ス
停
を
屋
根
付
き
に
整
備
で
き
な
い
か

②
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
、循
環
型
社
会
の
形
成 

③
護
佐
丸
歴
史
資
料
館
企
画
展

石
原 

昌
雄
①
上
地
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
見
直
し

②
中
城
城
跡
整
備
と
ハ
ン
タ
道
整
備
の
進
捗
状
況

③
障
が
い
者
雇
用
と
職
員
採
用 

④
各
字
自
治
会

大
城 

常
良
①
福
祉
の
充
実
に
向
け
て 

②
学
校
建
設
計
画

③
浜
漁
港
の
安
全
管
理 
④
防
犯
灯（
街
灯
）の
設
置

玉
那
覇 

登
①
要
保
護
・
準
要
保
護
・
特
別
支
援
教
育
児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業

②
災
害
対
策 

③
村
道
管
理 
④
バ
ス
停
留
所
に
椅
子
の
設
置

⑤
国
道
3
2
9
号
西
原
中
城
バ
イ
パ
ス

安
里 

清
市
①
消
防
庁
舎
の
新
築 

②
投
票
率
の
底
上
げ
を
図
る

③
吉
の
浦
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
整
備 

④
松
く
い
虫
の
防
除

新
垣 

修
①
マ
マ
さ
ん
活
躍
に
支
援
の
配
慮
を
！ 

②
村
道
管
理
の
在
り
方

③
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
務

屋
良 

照
枝
①
農
道
舗
装 

②
保
育
施
設
で
の
安
全
対
策
は
中
城
は
大
丈
夫
で
す
か

仲
松 

正
敏
①
農
業
振
興 

②
生
活
道
路
の
騒
音
公
害
問
題

桃
原 

清
①
中
城
・
津
覇
両
小
学
校
の
整
備 

②
中
学
校
移
転
計
画

③
旧
役
場
庁
舎
跡
地
利
用 

④
泊
地
区
の
バ
ス
停
設
置

⑤
中
城
北
中
城
消
防
組
合
、新
庁
舎
建
設

小
橋
川 

恵
美
①
泊
交
差
点
信
号
設
置 

②
中
城
村
の
産
後
ケ
ア

新
垣 

貞
則
①
中
城
小
校
区
内
の
施
設
整
備 

②
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
図
る

③
吉
の
浦
公
園
施
設
整
備
を
し
て
人
材
育
成
の
強
化
を
図
る

比
嘉 

護
①
土
地
利
用
見
直
し 

②
観
光
振
興
は

重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
助
成

福
祉
課
長 

医
療
機
関
窓
口

で
受
給
者
証
を
提
示
し
て

の「
自
動
償
還
払
い
」と
、

窓
口
で
支
払
っ
た
領
収
書

を
福
祉
課
窓
口
で
申
請
す

る「
償
還
払
い
」の
二
通

り
で
す
。

議
員 

本
村
は
中
学
校
卒
業

ま
で
こ
ど
も
医
療
費
は
窓

口
無
料
に
な
っ
て
る
が
、障

が
い
を
お
持
ち
の
お
子
様
の

医
療
費
の
支
払
い
方
法
は
。

議
員 

こ
ど
も
医
療
費
助
成

同
様
、現
物
給
付
に
で
き
な

い
か
。

福
祉
課
長 

条
例
改
正
を
す

れ
ば
一
番
早
い
の
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
の
間
ど
う
い
う
対

応
が
で
き
る
か
、今
協
議
を

し
て
い
ま
す
。

議
員 

一
日
も
早
く
条
例
改

正
を
し
、現
物
給
付
に
す
べ

き
だ
。成
人
者
の
現
物
給
付

導
入
は
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長 

村
単
独
で
や
る

の
は
な
か
な
か
厳
し
い
状
況

が
あ
り
ま
す
。

村
長 

３
月
の
予
算
に
向
け

真
剣
に
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

都
市
建
設
課
長 

現
在
、自

治
会
か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
い
た
電
気
料
金
を
基
に

村
管
理
、自
治
会
管
理
の

街
路
灯
の
台
帳
作
成
及
び

精
査
を
行
な
っ
て
お
り
、見

込
み
額
を
算
出
し
、新
年

度
に
向
け
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

福
祉
課
長 

償
還
払
い
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

※

（7）



※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

一般質問

浜
漁
港
の
安
全
管
理
を

学
校
建
設
計
画
は

大城　常良　議員

石原　昌雄　議員

議
員 

漁
港
の
安
心
・
安
全

の
た
め
出
入
口
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
。ま
た
台
風

後
、船
上
場
に
軽
石
や
砂
、

藻
、ご
み
が
沈
殿
し
毎
回
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
が
組
合

か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
対
策

は
可
能
か
。

産
業
振
興
課
長 

防
犯
カ
メ

ラ
は
出
入
口
付
近
の
村
道

側
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、新

た
に
設
置
す
る
予
定
は
な
い

が
組
合
と
相
談
し
な
が
ら
、

防
犯
灯
の
設
置
含
め
検
討

し
た
い
。ま
た
台
風
後
の
要

請
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲

内
で
対
応
は
可
能
と
思
う
。

基
本
的
に
は
漁
協
と
連
携

し
て
対
応
し
ま
す
。

議
員 

漁
民
の
負
担
軽
減
に

な
る
と
思
う
の
で
し
っ
か
り

協
議
し
な
が
ら
連
携
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

議
員 

集
落
内
で
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
防

犯
灯
の
設
置
要
請
が
あ
る

が
、設
置
に
向
け
て
の
対
策

は
。

都
市
建
設
課
長 

要
望
個
所

の
優
先
順
位
を
考
慮
し
設

置
し
ま
す
。設
置
に
は
ま
ず

電
柱
が
あ
る
と
い
う
の
が
条

件
で
、確
認
し
て
設
置
で
き

る
場
所
で
あ
れ
ば
設
置
に

向
け
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員 

安
心
・
安
全
な
村
づ

く
り
の
観
点
か
ら
も
ぜ
ひ

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

議
員 

中
小
・
津
覇
小
・
中
学

校
の
建
設
に
向
け
て
進
捗

状
況
及
び
、中
学
校
用
地
取

得
の
状
況
は
。ま
た
学
校
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ど

う
か
。

村
長 

小
学
校
建
設
、中
学

校
の
建
設
予
定
地
の
取
得

等
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

教
育
長 

よ
り
よ
い
環
境
で

教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

考
え
、津
覇
小
は
令
和
８
年

福
祉
の
充
実
に
向
け
て

議
員 

高
齢
者
総
合
相
談
の

件
数
は
。今
後
増
加
す
る

問
題
に
対
応
す
る
た
め
専

門
知
識
の
あ
る
正
規
職
員

の
配
置
は
。

福
祉
課
長 

総
合
相
談
の
件

数
は
6
3
9
件
。ま
た
長

期
的
な
個
別
支
援
や
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
推
進
等

正
規
職
員
は
必
要
で
す
。

村
長 

正
職
員
、臨
時
職
員

も
含
め
て
担
当
課
と
協
議

し
て
決
め
て
い
き
た
い
。

議
員 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
観

点
か
ら
も
正
職
員
の
配
置

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

度
、中
小
は
令
和
９
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長 

敷
地
入
り

口
か
ら
各
フ
ロ
ア
へ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
動
線
を
確
保
し

て
お
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
配
慮
し
た
計
画
で

す
。

議
員 

浜
田
村
長
の
各
字
自

治
会
に
対
す
る
思
い
や
期

待
、今
後
の
活
動
へ
の
考
え

は
ど
う
か
。

村
長 

中
城
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

が
残
っ
て
お
り
、
大
事
に

す
る
思
い
で
自
治
会
活
性

化
補
助
金
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
守
り
な
が
ら
、各

字
、地
域
で
我
々
が
一
緒
に

な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
中
城
の
発
展
に
つ
な

が
る
。

議
員 

自
治
会
長
会
の
皆
さ

ん
と
村
長
が
直
接
話
し
合

い
を
持
っ
て
ほ
し
い
が
対
応

で
き
る
か
。

村
長 

喜
ん
で
参
加
し
ま
す
。

議
員 

中
城
城
跡
へ
の
登
又

側
か
ら
の
進
入
道
路
は
進

ん
で
い
る
か
。ハ
ン
タ
道
の
城

跡
ま
で
の
２
５
０ⅿ
の
工
事

は
。ハ
ン
タ
道
の
通
行
止
め

の
復
旧
は
。

都
市
建
設
課
長 

中
城
公
園

区
域
内
の
道
路
整
備
は
県

が
用
地
取
得
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、完
了
次
第
工

事
を
行
う
と
伺
っ
て
い
る
。

ハ
ン
タ
道
の
通
行
止
め
の
復

議
員 

職
員
採
用
試
験
の
採

用
予
定
人
数
は
。職
種
は
。

障
が
い
者
法
定
雇
用
率
は
。

総
務
課
長 

職
員
採
用
試
験

は
、行
政
職
、社
会
福
祉

士
、技
術
職
、学
芸
員
、調

理
員
。職
員
管
理
計
画
で

退
職
者
補
充
と
増
員
分
を

採
用
。本
村
の
必
要
な
法

定
雇
用
人
数
は
４
人
で
充

た
し
て
い
る
。内
訳
は
正
職

員
１
名
と
会
計
年
度
職
員

３
名
。

議
員 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
４
月

障
が
い
者
雇
用
と

職
員
採
用
は

上
地
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
見
直
し
は

中
城
城
跡
整
備
と

ハ
ン
タ
道
整
備
の
進
捗
は

防
犯
灯（
街
灯
）の

設
置
を

各
字
自
治
会

か
ら
両
幼
稚
園
の
送
迎
が

終
了
。運
行
ル
ー
ト
は
。中

学
生
の
バ
ス
利
用
率
は
。上

地
区
の
中
学
生
が
全
員
バ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

実
現
を
。

教
育
総
務
課
長 

バ
ス
３
台

と
も
登
又
を
出
発
し
、中
城

南
小
、中
城
中
学
校
終
着

で
、幼
稚
園
ル
ー
ト
を
削
除

し
た
運
行
に
変
更
。中
学
生

の
登
校
時
の
バ
ス
利
用
は

９０
名
程
度
で
利
用
率
は
４

割
。保
護
者
が
送
迎
を
選

択
す
る
家
庭
も
あ
り
、定
員

オ
ー
バ
ー
す
る
事
態
は
な

く
保
護
者
の
負
担
軽
減
は

出
来
て
い
る
。

旧
工
事
は
10
月
中
旬
か
ら

実
施
。

生
涯
学
習
課
長 

ハ
ン
タ
道

の
城
跡
ま
で
の
工
事
は
令
和

４
年
〜
６
年
度
で
行
う
。

令和4年9月定例議会 

（9） ※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

一般質問

議
員 

企
画
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

生
涯
学
習
課
長 

県
立
博
物

館
の
パ
ネ
ル
、関
連
資
料
を

借
用
し
展
示
し
た
。中
高
生

の
教
科
書
や
多
く
の
科
学

書
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
一

般
的
な
も
の
を
紹
介
。

議
員 

進
化
論
は
正
し
い
科

学
と
考
え
る
か
。

生
涯
学
習
課
長 

ダ
ー
ウ
ィ

ン
進
化
論
を
基
礎
と
し
て

取
り
入
れ
た
も
の
で
広
く

認
め
ら
れ
て
い
て
公
教
育
で

採
用
さ
れ
正
し
い
と
考
え

る
。

議
員 

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の「
種
の

新垣　博正　議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
東
西
道
路

●
小
学
校
建
設
問
題

●
臨
時
職
員
の
処
遇
改
善

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
、

循
環
型
社
会
の
形
成
を

護
佐
丸
歴
史
資
料
館

「
進
化
展
」

バ
ス
停
を

「
屋
根
付
き
」に
整
備

議
員 

南
上
原
の
街
区
公
園

の
何
ヶ
所
か
が
草
刈
が
行

き
届
い
て
な
い
状
況
で
す

が
、公
園
の
管
理
を
周
辺
住

民
に
ま
か
せ
る
支
援
体
制

の
考
え
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長 

村
内
緑
化
、

美
化
活
動
の
支
援
は
毎
年

緑
の
募
金
事
業
を
活
用
し
、

幼
稚
園
・
小
学
校
、自
治
会

へ
の
緑
化
活
動
支
援
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員 

私
は
緑
の
募
金
で
の

活
動
支
援
で
は
な
く
、公

園
管
理
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
り
、そ
の
団
体
へ
の
管
理

支
援
が
で
き
な
い
か
、現
在

南
上
原
の
街
区
公
園
の
２
ヶ

所
は
周
辺
住
民
で
の
草
刈

り
、花
植
え
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ
れ
以
外
は
草
掃
管

理
が
で
き
て
な
い
状
況
で

す
。現
在
職
員
で
草
刈
り

作
業
か
ら
花
植
え
、村
道
の

花
い
っ
ぱ
い

緑
化
活
動
費
の
支
援
を

里
道
拡
張
整
備
し

住
宅
建
設
促
進
を

金城　章　議員

議
員 

雨
天
時
や
日
差
し
の

強
い
日
に
バ
ス
を
待
つ
利
用

者
の
た
め
に「
屋
根
付
き
」

バ
ス
停
の
設
置
及
び
老
朽

化
し
た「
屋
根
付
き
」バ
ス

停
の
建
て
替
え
を
国
道
、

沖
縄
県
、バ
ス
協
会
と
協
議

す
る
こ
と
は
可
能
か
。

企
画
課
長 

道
路
管
理
者
に

お
い
て
設
置
す
る
も
の
と

考
え
て
お
り
、可
能
な
場
所

か
ら
国
道
事
務
所
へ
要
請

す
る
。

議
員 

住
民
福
祉
の
精
神
で

取
り
組
む
こ
と
を
要
望

す
る
。

議
員 

刈
草
や
伐
採
樹
木

な
ど
の
有
機
性
廃
棄
物
は

現
在
ど
の
よ
う
に
処
理
さ

議
員 

住
宅
緩
和
区
域
及
び

旧
集
落
区
の
里
道
の
拡
張

整
備
を
行
い
、住
宅
建
設
促

起
源
」は
１
８
５
９
年
に
初

版
本
が
出
版
、日
本
で
は
江

戸
時
代
の
人
で
す
。腐
っ
た

肉
か
ら
ウ
ジ
虫
が
湧
く
と

新
し
い
生
命
が
誕
生
し
た

と
誤
解
さ
れ
イ
ギ
リ
ス
で

は
産
業
革
命
時
代
に
家
畜

の
品
種
改
良
が
盛
ん
に
行

わ
れ
長
い
時
間
を
辿
れ
ば

生
物
は
別
の「
種
」に
変
化

す
る
の
で
は
考
え
た
と
述
べ

て
お
り
ま
す
。し
か
し
牛
か

ら
は
牛
し
か
生
ま
れ
ま
せ

ん
。牛
と
馬
を
掛
け
合
わ
せ

も
で
き
ま
せ
ん
。だ
か
ら

「
種
」を
超
え
て
猿
か
ら
人

間
に
進
化
は
あ
り
得
な
い

の
で
す
。進
化
論
捏
造
の
歴

史
ご
存
じ
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長 

詳
し
い
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。

議
員 

猿
と
人
の
中
間
種
と

言
わ
れ
た
ピ
ル
ト
ダ
ウ
ン

人
、ネ
ブ
ラ
ス
カ
人
、ア
ウ
ス

ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
、北
京
原

人
、ジ
ャ
ワ
原
人
は
全
て
捏

造
で
す
。

れ
て
い
る
か
、処
理
費
用
は

幾
ら
か
か
る
か
。

住
民
生
活
課
長 

燃
え
る
ご

み
と
し
て
焼
却
処
理
。青
葉

苑
へ
自
己
搬
入
で
10
キ
ロ  

60
円
の
処
理
費
用
負
担
し

て
頂
い
て
い
る
。

議
員 「
腐
葉
土
堆
肥
」に
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
考
え
は
。

住
民
生
活
課
長 

近
隣
市
町

村
で
は
焼
却
処
分
せ
ず
堆

肥
化
を
実
施
。循
環
型
社

会
を
形
成
す
る
上
で
リ
サ

イ
ク
ル
は
必
要
不
可
欠
と

認
識
。

令和4年9月定例議会 

管
理
等
、取
り
組
め
て
い
ま

す
か
。

都
市
建
設
課
長 

南
上
原
の

街
区
公
園
１
ヶ
所
、５
〜
６

人
の
人
数
を
入
れ
て
、草
が

伸
び
た
時
点
で
対
応
は
し

て
お
り
ま
す
。確
か
に
村
一 

円
を
都
市
建
設
課
の
ほ
う

で
管
理
し
て
い
ま
す
の
で
、

管
理
と
し
て
は
現
在
不
十

分
だ
ろ
う
な
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員 
管
理
の
草
刈
り
作
業

を
や
っ
て
い
る
皆
様
は
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
な
が
ら
行

き
届
い
て
い
な
い
の
が
現
状

だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
解

決
す
る
の
は
公
園
周
辺
の

住
民
に
草
刈
り
・
花
植
え

作
業
等
を
行
う
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
募
り
そ
の

団
体
へ
管
理
支
援
費
を
出

す
考
え
は
な
い
か
。

村
長 

中
城
村
の
環
境
が
良

く
な
る
事
で
す
の
で
担
当

課
の
ほ
う
で
し
っ
か
り
検
討

さ
せ
て
決
め
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

進
の
考
え
は
。ま
た
、地
主

の
土
地
提
供
受
益
者
負
担

に
て
道
路
整
備
を
で
き
る

か
。

村
長 

個
人
の
利
益
の
た
め

他
が
不
利
益
で
な
い
の
で

あ
れ
ば
、個
人
の
利
益
の
た

め
に
村
は
動
い
て
、働
く
の

は
全
然
や
ぶ
さ
か
で
は
な

い
と
私
は
基
本
的
に
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、公
の
利
益

ば
か
り
に
こ
だ
わ
る
の
で

な
く
、受
益
者
も
し
っ
か
り

負
担
し
て
ま
た
、村
の
利
益

に
つ
な
が
る
事
で
あ
れ
ば
、

法
的
な
問
題
が
な
け
れ

ば
、積
極
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

一般質問

浜
漁
港
の
安
全
管
理
を

学
校
建
設
計
画
は

大城　常良　議員

石原　昌雄　議員

議
員 

漁
港
の
安
心
・
安
全

の
た
め
出
入
口
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
。ま
た
台
風

後
、船
上
場
に
軽
石
や
砂
、

藻
、ご
み
が
沈
殿
し
毎
回
対

応
に
苦
慮
し
て
い
る
が
組
合

か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
対
策

は
可
能
か
。

産
業
振
興
課
長 

防
犯
カ
メ

ラ
は
出
入
口
付
近
の
村
道

側
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、新

た
に
設
置
す
る
予
定
は
な
い

が
組
合
と
相
談
し
な
が
ら
、

防
犯
灯
の
設
置
含
め
検
討

し
た
い
。ま
た
台
風
後
の
要

請
に
つ
い
て
は
予
算
の
範
囲

内
で
対
応
は
可
能
と
思
う
。

基
本
的
に
は
漁
協
と
連
携

し
て
対
応
し
ま
す
。

議
員 
漁
民
の
負
担
軽
減
に

な
る
と
思
う
の
で
し
っ
か
り

協
議
し
な
が
ら
連
携
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

議
員 

集
落
内
で
安
心
・
安

全
を
確
保
す
る
た
め
に
防

犯
灯
の
設
置
要
請
が
あ
る

が
、設
置
に
向
け
て
の
対
策

は
。

都
市
建
設
課
長 

要
望
個
所

の
優
先
順
位
を
考
慮
し
設

置
し
ま
す
。設
置
に
は
ま
ず

電
柱
が
あ
る
と
い
う
の
が
条

件
で
、確
認
し
て
設
置
で
き

る
場
所
で
あ
れ
ば
設
置
に

向
け
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員 

安
心
・
安
全
な
村
づ

く
り
の
観
点
か
ら
も
ぜ
ひ

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

議
員 

中
小
・
津
覇
小
・
中
学

校
の
建
設
に
向
け
て
進
捗

状
況
及
び
、中
学
校
用
地
取

得
の
状
況
は
。ま
た
学
校
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ど

う
か
。

村
長 

小
学
校
建
設
、中
学

校
の
建
設
予
定
地
の
取
得

等
順
調
に
推
移
し
て
い
る
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

教
育
長 

よ
り
よ
い
環
境
で

教
育
を
受
け
さ
せ
た
い
と

考
え
、津
覇
小
は
令
和
８
年

福
祉
の
充
実
に
向
け
て

議
員 

高
齢
者
総
合
相
談
の

件
数
は
。今
後
増
加
す
る

問
題
に
対
応
す
る
た
め
専

門
知
識
の
あ
る
正
規
職
員

の
配
置
は
。

福
祉
課
長 

総
合
相
談
の
件

数
は
6
3
9
件
。ま
た
長

期
的
な
個
別
支
援
や
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
の
推
進
等

正
規
職
員
は
必
要
で
す
。

村
長 

正
職
員
、臨
時
職
員

も
含
め
て
担
当
課
と
協
議

し
て
決
め
て
い
き
た
い
。

議
員 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
観

点
か
ら
も
正
職
員
の
配
置

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

度
、中
小
は
令
和
９
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長 

敷
地
入
り

口
か
ら
各
フ
ロ
ア
へ
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
動
線
を
確
保
し

て
お
り
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
配
慮
し
た
計
画
で

す
。

議
員 

浜
田
村
長
の
各
字
自

治
会
に
対
す
る
思
い
や
期

待
、今
後
の
活
動
へ
の
考
え

は
ど
う
か
。

村
長 

中
城
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー

が
残
っ
て
お
り
、
大
事
に

す
る
思
い
で
自
治
会
活
性

化
補
助
金
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
守
り
な
が
ら
、各

字
、地
域
で
我
々
が
一
緒
に

な
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
中
城
の
発
展
に
つ
な

が
る
。

議
員 

自
治
会
長
会
の
皆
さ

ん
と
村
長
が
直
接
話
し
合

い
を
持
っ
て
ほ
し
い
が
対
応

で
き
る
か
。

村
長 

喜
ん
で
参
加
し
ま
す
。

議
員 

中
城
城
跡
へ
の
登
又

側
か
ら
の
進
入
道
路
は
進

ん
で
い
る
か
。ハ
ン
タ
道
の
城

跡
ま
で
の
２
５
０ⅿ
の
工
事

は
。ハ
ン
タ
道
の
通
行
止
め

の
復
旧
は
。

都
市
建
設
課
長 

中
城
公
園

区
域
内
の
道
路
整
備
は
県

が
用
地
取
得
の
調
整
を

行
っ
て
お
り
、完
了
次
第
工

事
を
行
う
と
伺
っ
て
い
る
。

ハ
ン
タ
道
の
通
行
止
め
の
復

議
員 

職
員
採
用
試
験
の
採

用
予
定
人
数
は
。職
種
は
。

障
が
い
者
法
定
雇
用
率
は
。

総
務
課
長 

職
員
採
用
試
験

は
、行
政
職
、社
会
福
祉

士
、技
術
職
、学
芸
員
、調

理
員
。職
員
管
理
計
画
で

退
職
者
補
充
と
増
員
分
を

採
用
。本
村
の
必
要
な
法

定
雇
用
人
数
は
４
人
で
充

た
し
て
い
る
。内
訳
は
正
職

員
１
名
と
会
計
年
度
職
員

３
名
。

議
員 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
４
月

障
が
い
者
雇
用
と

職
員
採
用
は

上
地
区
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
見
直
し
は

中
城
城
跡
整
備
と

ハ
ン
タ
道
整
備
の
進
捗
は

防
犯
灯（
街
灯
）の

設
置
を

各
字
自
治
会

か
ら
両
幼
稚
園
の
送
迎
が

終
了
。運
行
ル
ー
ト
は
。中

学
生
の
バ
ス
利
用
率
は
。上

地
区
の
中
学
生
が
全
員
バ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

実
現
を
。

教
育
総
務
課
長 

バ
ス
３
台

と
も
登
又
を
出
発
し
、中
城

南
小
、中
城
中
学
校
終
着

で
、幼
稚
園
ル
ー
ト
を
削
除

し
た
運
行
に
変
更
。中
学
生

の
登
校
時
の
バ
ス
利
用
は

９０
名
程
度
で
利
用
率
は
４

割
。保
護
者
が
送
迎
を
選

択
す
る
家
庭
も
あ
り
、定
員

オ
ー
バ
ー
す
る
事
態
は
な

く
保
護
者
の
負
担
軽
減
は

出
来
て
い
る
。

旧
工
事
は
10
月
中
旬
か
ら

実
施
。

生
涯
学
習
課
長 

ハ
ン
タ
道

の
城
跡
ま
で
の
工
事
は
令
和

４
年
〜
６
年
度
で
行
う
。

令和4年9月定例議会 
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※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

一般質問

園
が
公
共
施
設
か
ら
民
営

化
に
よ
る
保
育
園
に
な
り

ま
す
が
、も
し
こ
の
様
な

事
故
が
起
き
た
場
合
は
村

と
し
て
の
対
応
チ
ェッ
ク
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

こ
ど
も
課
長 
村
内
に
は
認

可
保
育
所
が
１４
施
設
あ
り
、

令
和
５
年
か
ら
は
１
園
追

加
さ
れ
ま
す
。監
査
や
園

長
会
が
月
１
回
集
ま
っ
て

情
報
交
換
、防
災
、連
携
は

実
施
で
き
て
い
ま
す
。

村
長 

公
か
ら
民
へ
の
不
安

が
あ
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま

す
が
、我
々
が
で
き
る
こ
と

は
全
て
や
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
子
育
て
支
援
も
含
め

て
一
生
懸
命
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

痛
ま
し
い
事
故
が
な

い
よ
う
強
く
願
い
ま
す
。

 屋良　照枝　議員

新垣　修　議員

議
員 

農
道
を
舗
装
す
る

目
的
は
。

産
業
振
興
課
長 

降
雨
時
に

路
盤
材
の
流
出
に
よ
る
道

路
の
陥
没
や
泥
の
飛
散
な

ど
に
よ
る
農
作
業
効
率
の

低
下
、粉
塵
発
生
に
よ
る

農
作
物
の
品
質
低
下
を

解
消
す
る
た
め
に
舗
装
し

ま
す
。

議
員 

サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
が

誕
生
し
て
、村
民
と
し
て

加
入
し
て
何
年
で
す
か
。

総
務
課
長 

平
成
５
年
か
ら

だ
と
３０
年
程
度
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員 

サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
が

自
治
会
地
区
と
し
て
村
に

協
力
的
で
自
主
防
災
組
織

も
立
ち
上
げ
て
お
り
３０
年

余
り
そ
こ
か
ら
新
垣
に
抜

け
る
村
道
新
垣
中
央
線
の

現
状
は
、整
備
舗
装
は
さ

れ
ま
し
た
か
。

都
市
建
設
課
長 

今
年
度
概

村
道
三
田
線
の
重
要
性

議
員 

三
田
線
改
良
工
事
に

つ
い
て
地
域
か
ら
必
要
性
が

あ
る
の
か
確
認
を
取
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
答
弁
し
て

い
る
が
、協
議
の
準
備
は
で

き
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
課
長 

概
略
調
査

を
行
い
ま
す
。調
査
結
果
等

も
踏
ま
え
て
、事
業
の
採
択

の
可
否
そ
の
辺
を
報
告
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員 

地
域
住
民
か
ら
も
徹

底
し
た
維
持
管
理
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、そ
の
辺
の
対

処
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
頂

き
、公
民
館
利
用
道
路
、生

活
歩
行
道
路
と
し
て
重
要

性
が
高
い
の
で
、一
刻
も
早

い
整
備
計
画
を
立
て
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
。

議
員 

県
内
の
保
育
施
設
で

乳
児
が
死
亡
す
る
、他
県

で
は
幼
児
が
送
迎
バ
ス
に

取
り
残
さ
れ
熱
中
症
で
死

亡
す
る
事
故
が
起
き
ま
し

た
。子
ど
も
の
安
全
を
補

償
で
き
る「
保
育
」の
実

現
の
た
め
村
の
安
全
対
策

は
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
ま

す
か
。

こ
ど
も
課
長 

事
故
以
来
、

国
・
県
か
ら
事
故
の
再
発

の
防
止
の
徹
底
、村
内
保

育
施
設
に
対
し
て
注
意
喚

起
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員 

中
城
・
津
覇
両
幼
稚

議
員 

「
日
頃
家
庭
を
支
え

る
マ
マ
さ
ん
が
主
役
」の
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
大
会
が
３
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ「
吉
の
浦
ク

ラ
ブ
」が
頂
点
に
輝
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
で

あ
ろ
う
村
在
住
の
一
般
住

民
を
対
象
に
県
代
表
派

遣
、県
外
遠
征
等
条
件
を

考
慮
し
村
民
へ
の「
後
押
し

支
援
」を
行
っ
て
い
た
だ
け

な
い
か
伺
い
ま
す
。

村
長 

お
父
さ
ん
、お
母
さ

ん
、大
人
の
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
る
事
は
、存
じ
上
げ
て
い

ま
す
。色
ん
な
視
点
、観
点

か
ら
見
直
し
て
、教
育
委
員

会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
考
え
、話
も

し
っ
か
り
聞
か
せ
て
頂
き
な

が
ら
決
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
育
長 

予
算
の
関
係
で
今

略
調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。そ
れ
で
舗
装
厚
と
か

路
盤
の
不
足
が
確
認
で
き

れ
ば
舗
装
改
良
事
業
と
し

て
事
業
化
し
て
い
け
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員 

ぜ
ひ
村
へ
協
力
的
な

地
区
で
あ
る
サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ

ウ
ン
が
、今
ま
で
不
便
を
来

し
て
い
る
こ
と
を
交
通
の

利
便
性
が
可
能
に
な
る
よ

う
調
査
を
今
年
度
で
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

現
状
か
ら
改
善
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令和4年9月定例議会 

の
所
、実
施
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、何
ら
か
の
形

で
支
援
が
で
き
な
い
の
か
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

議
員 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
的

活
動
に
お
い
て
、一
般
の
村

民
が
中
城
村
の
知
名
度

ア
ッ
プ
や
地
域
の
活
性
化
、

村
民
の
活
力
に
寄
与
す
る

よ
う
な
活
躍
を
成
し
遂
げ

た
と
き
、行
政
か
ら
の
一

般
村
民
へ
の
後
押
し
支
援

を
行
っ
て
頂
け
れ
ば
、村
民

の
更
な
る
活
性
化
に
繋
が

り
、村
民
一
丸
と
な
っ
て
応

援
や
支
援
の
相
乗
効
果
に

期
待
が
持
て
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。「
チ
バ
リ

ヨ
ー
中
城
ご
さ
ま
る
応
援

基
金
」の「
村
長
に
お
ま
か

せ
応
援
」そ
の
辺
の
運
用
も

必
要
性
に
応
じ
て
考
え
て

頂
き
、教
育
長
並
び
に
村

長
、前
向
き
な
検
討
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
活
躍
に

支
援
の
検
討
を

農
道
舗
装

保
育
施
設
で
の
安
全
は

村
は
大
丈
夫
？

9月いそじ大会優勝9月いそじ大会優勝

村道三田線の現状（登又）村道三田線の現状（登又）

（11） ※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

一般質問

議
員 

樹
木
の
伐
採
の
目
的

は
何
か
。休
憩
所
の
テ
ン
ト

の
修
理
完
成
予
定
や
固
定

腰
掛
の
増
設
可
能
性
に
つ

い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長 

外
灯
の
光

を
遮
断
し
、見
通
し
が
悪
い

等
の
苦
情
よ
り
伐
採
を
実

施
し
た
。休
息
場
所
の
屋
根

の
張
替
え
な
ど
は
早
め
に

実
施
し
た
い
。固
定
腰
掛
に

つ
い
て
は
既
成
の
ベ
ン
チ
で

対
応
し
た
い
。

安里　清市　議員

バ
ス
停
留
所
に

椅
子
の
設
置

の
で
次
年
度
、支
給
方
法
を

保
護
者
か
ら
学
校
長
に
切

替
え
た
い
。

議
員 

支
援
事
業
の
目
的
と

支
援
方
法
を
伺
う
。

教
育
長 

全
て
の
児
童
生
徒

の
教
育
の
機
会
均
等
は
と

て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長 

援
助
額
の

支
払
い
は
基
本
的
に
は
学

期
毎
に
保
護
者
の
指
定
口

座
へ
振
込
み
ま
す
。給
食
費

は
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
、Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
口
座
へ
、

中
学
校
の
修
学
旅
行
費
は

中
学
校
長
口
座
へ
振
込
み

ま
す
。

議
員 

小
学
校
の
保
護
者
の

方
か
ら
、修
学
旅
行
費
の
立

替
え
は
厳
し
い
と
あ
り
ま

す
。現
物
給
付
と
か
、親
の

負
担
を
減
ら
す
事
は
出
来

な
い
か
。

教
育
総
務
課
長 

保
護
者
の

負
担
軽
減
を
考
え
て
い
ま
す

議
員 

土
砂
災
害
警
戒
区
域

の
指
定
場
所
で
は
近
年
の

豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
り

土
砂
災
害
の
発
生
す
る
危

険
性
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

住
民
の
生
命
や
身
体
に
危

害
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
も
日
頃
か
ら
の
対
策
は

重
要
で
す
。現
在
行
っ
て
い

る
対
策
を
伺
う
。

村
長 

ハ
ー
ド
面
の
対
策
は

国
や
県
と
一
緒
に
そ
の
都

度
適
宜
行
い
ま
す
け
れ
ど

も
、ソ
フ
ト
面
の
対
策
は
、

例
え
ば
防
災
訓
練
だ
と
か
、

自
主
防
災
組
織
を
促
す
と

か
、常
日
頃
か
ら
住
民
に
啓

蒙
活
動
が
必
須
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。本
村
は
海
に
近

い
集
落
も
多
々
あ
り
、そ
の

辺
の
対
策
も
必
要
に
な
る

と
い
う
意
味
で
は
、住
民
一

人
一
人
に
意
識
を
し
っ
か

り
と
持
た
せ
る
こ
と
が
大

切
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
市
建
設
課
長 

現
在
村
で

実
施
し
て
い
る
こ
と
は
、日

常
の
巡
回
を
通
じ
て
応
急

措
置
、県
へ
情
報
提
供
等

を
行
っ
て
い
る
。

玉那覇　登　議員

議
員 

消
防
庁
舎
の
新
築
に

掛
か
る
経
費
の
負
担
に
つ

い
て
議
会
に
諮
る
こ
と
な

く
、消
防
組
合
議
会
で
債

務
負
担
行
為
の
可
決
さ
れ

た
こ
と
は
村
議
会
軽
視
で

は
な
い
か
。

村
長 

緊
急
防
災
対
策
債
と

い
う
有
利
な
部
分
が
あ
り

新
庁
舎
建
設
の
負
担
も
軽

減
で
き
、そ
の
辺
の
理
解
も

お
願
い
し
た
い
。

議
員 

中
城
村
議
会
基
本

条
例
第
７
条
の
趣
旨
に
反

し
て
な
い
か
。

総
務
課
長 

負
担
金
の
増
額

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

早
い
時
期
に
議
会
に
説
明

し
た
い
。

議
員 

バ
ス
停
留
所
で
バ
ス

を
待
つ
方
（々
お
年
寄
り
）

は
椅
子
が
な
く
、立
っ
た
ま

ま
バ
ス
を
待
っ
て
い
て
大
変

で
あ
る
。椅
子
設
置
で
き

る
よ
う
対
策
を
伺
う
。

企
画
課
長 

バ
ス
停
上
屋
及

び
ベ
ン
チ
の
設
置
は
国
道
事

務
所
へ
要
請
し
て
い
ま
す
が

設
置
可
能
な
場
所
か
ら
改

め
て
要
請
を
行
い
ま
す
。

議
員 

潮
垣
線
の
工
事
後
に

よ
り
中
央
線
が
な
い
場
所

が
多
く
中
央
線
寄
り
に
走

行
す
る
車
両
が
見
ら
れ
危

険
で
あ
る
。中
央
線
を
施
工

す
る
こ
と
で
危
険
回
避
さ

れ
る
と
思
う
が
施
工
で
き

な
い
か
伺
う
。

都
市
建
設
課
長 

交
通
安
全

対
策
交
付
金
等
を
活
用
し

年
次
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

議
員 

農
業
振
興
策
の
一
環

と
し
て
捕
獲
し
た
カ
ミ
キ

リ
ム
シ
を
買
い
上
げ
る
制

度
を
検
討
し
て
も
ら
い
た

い
。そ
の
他
、村
で
検
討
さ

れ
る
施
策
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、県
全
体
の
防
除
に

向
け
県
に
要
請
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

産
業
振
興
課
長 

買
い
上
げ

制
度
は
被
害
の
報
告
が
な
い

の
で
検
討
し
て
お
り
ま
せ

ん
。松
く
い
虫
対
策
の
取
り

組
み
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

県
へ
の
要
請
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員 

か
ん
き
つ
類
の
栽
培

が
拡
大
す
れ
ば
耕
作
放
棄

地
の
解
消
の
一
環
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。

議
員 

商
業
施
設
を
利
用

し
た
期
日
前
投
票
所
の
設

災
害
対
策

村
道
管
理

消
防
庁
舎
の
新
築

議
員 

熱
い
思
い
で
年
内
補

修
・
保
全
に
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

置
を
要
望
し
た
い
。ま
た
今

回
の
選
挙
に
お
い
て
投
票

率
の
向
上
に
向
け
た
施
策

を
伺
う
。今
後
の
選
挙
に
お

い
て
投
票
率
の
数
値
目
標

を
立
て
る
こ
と
は
可
能
か
。

総
務
課
長 

屋
外
で
の
開
設

は
天
候
の
影
響
を
受
け
、

投
票
箱
の
管
理
や
投
票
管

理
者
等
の
人
員
確
保
の
面

な
ど
か
ら
難
し
い
。投
票
の

呼
び
か
け
は
懸
垂
幕
や
防

災
行
政
無
線
で
行
っ
て
い

ま
す
。今
後
何
が
で
き
る
か

検
討
し
た
い
。

議
員 

投
票
は
村
民
一
人

一
人
が
村
作
り
に
関
わ
っ

て
い
く
機
会
で
す
の
で
期

待
し
た
い
。

令和4年9月定例議会 

要
保
護
・
準
要
保
護
・

特
別
支
援
教
育
児
童

生
徒
就
学
援
助
事
業

ミカンの手入れミカンの手入れ

数
値
目
標
を
立
て

投
票
率
の
底
上
げ
を
図
る

吉
の
浦
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
整
備

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
の

買
い
上
げ
制
度

（10）



※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

一般質問

園
が
公
共
施
設
か
ら
民
営

化
に
よ
る
保
育
園
に
な
り

ま
す
が
、も
し
こ
の
様
な

事
故
が
起
き
た
場
合
は
村

と
し
て
の
対
応
チ
ェッ
ク
は

ど
う
な
り
ま
す
か
。

こ
ど
も
課
長 

村
内
に
は
認

可
保
育
所
が
１４
施
設
あ
り
、

令
和
５
年
か
ら
は
１
園
追

加
さ
れ
ま
す
。監
査
や
園

長
会
が
月
１
回
集
ま
っ
て

情
報
交
換
、防
災
、連
携
は

実
施
で
き
て
い
ま
す
。

村
長 

公
か
ら
民
へ
の
不
安

が
あ
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま

す
が
、我
々
が
で
き
る
こ
と

は
全
て
や
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
子
育
て
支
援
も
含
め

て
一
生
懸
命
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

痛
ま
し
い
事
故
が
な

い
よ
う
強
く
願
い
ま
す
。

 屋良　照枝　議員

新垣　修　議員

議
員 

農
道
を
舗
装
す
る

目
的
は
。

産
業
振
興
課
長 

降
雨
時
に

路
盤
材
の
流
出
に
よ
る
道

路
の
陥
没
や
泥
の
飛
散
な

ど
に
よ
る
農
作
業
効
率
の

低
下
、粉
塵
発
生
に
よ
る

農
作
物
の
品
質
低
下
を

解
消
す
る
た
め
に
舗
装
し

ま
す
。

議
員 

サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
が

誕
生
し
て
、村
民
と
し
て

加
入
し
て
何
年
で
す
か
。

総
務
課
長 

平
成
５
年
か
ら

だ
と
３０
年
程
度
に
な
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員 

サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ
ウ
ン
が

自
治
会
地
区
と
し
て
村
に

協
力
的
で
自
主
防
災
組
織

も
立
ち
上
げ
て
お
り
３０
年

余
り
そ
こ
か
ら
新
垣
に
抜

け
る
村
道
新
垣
中
央
線
の

現
状
は
、整
備
舗
装
は
さ

れ
ま
し
た
か
。

都
市
建
設
課
長 

今
年
度
概

村
道
三
田
線
の
重
要
性

議
員 

三
田
線
改
良
工
事
に

つ
い
て
地
域
か
ら
必
要
性
が

あ
る
の
か
確
認
を
取
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
答
弁
し
て

い
る
が
、協
議
の
準
備
は
で

き
て
い
る
の
か
。

都
市
建
設
課
長 

概
略
調
査

を
行
い
ま
す
。調
査
結
果
等

も
踏
ま
え
て
、事
業
の
採
択

の
可
否
そ
の
辺
を
報
告
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

議
員 

地
域
住
民
か
ら
も
徹

底
し
た
維
持
管
理
を
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、そ
の
辺
の
対

処
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
頂

き
、公
民
館
利
用
道
路
、生

活
歩
行
道
路
と
し
て
重
要

性
が
高
い
の
で
、一
刻
も
早

い
整
備
計
画
を
立
て
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
で
す
。

議
員 

県
内
の
保
育
施
設
で

乳
児
が
死
亡
す
る
、他
県

で
は
幼
児
が
送
迎
バ
ス
に

取
り
残
さ
れ
熱
中
症
で
死

亡
す
る
事
故
が
起
き
ま
し

た
。子
ど
も
の
安
全
を
補

償
で
き
る「
保
育
」の
実

現
の
た
め
村
の
安
全
対
策

は
ど
の
よ
う
に
講
じ
て
ま

す
か
。

こ
ど
も
課
長 

事
故
以
来
、

国
・
県
か
ら
事
故
の
再
発

の
防
止
の
徹
底
、村
内
保

育
施
設
に
対
し
て
注
意
喚

起
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員 

中
城
・
津
覇
両
幼
稚

議
員 

「
日
頃
家
庭
を
支
え

る
マ
マ
さ
ん
が
主
役
」の
マ
マ

さ
ん
バ
レ
ー
大
会
が
３
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ「
吉
の
浦
ク

ラ
ブ
」が
頂
点
に
輝
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
で

あ
ろ
う
村
在
住
の
一
般
住

民
を
対
象
に
県
代
表
派

遣
、県
外
遠
征
等
条
件
を

考
慮
し
村
民
へ
の「
後
押
し

支
援
」を
行
っ
て
い
た
だ
け

な
い
か
伺
い
ま
す
。

村
長 

お
父
さ
ん
、お
母
さ

ん
、大
人
の
皆
さ
ん
頑
張
っ

て
る
事
は
、存
じ
上
げ
て
い

ま
す
。色
ん
な
視
点
、観
点

か
ら
見
直
し
て
、教
育
委
員

会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
考
え
、話
も

し
っ
か
り
聞
か
せ
て
頂
き
な

が
ら
決
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
育
長 

予
算
の
関
係
で
今

略
調
査
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。そ
れ
で
舗
装
厚
と
か

路
盤
の
不
足
が
確
認
で
き

れ
ば
舗
装
改
良
事
業
と
し

て
事
業
化
し
て
い
け
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員 

ぜ
ひ
村
へ
協
力
的
な

地
区
で
あ
る
サ
ン
ヒ
ル
ズ
タ

ウ
ン
が
、今
ま
で
不
便
を
来

し
て
い
る
こ
と
を
交
通
の

利
便
性
が
可
能
に
な
る
よ

う
調
査
を
今
年
度
で
実
施

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

現
状
か
ら
改
善
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

令和4年9月定例議会 

の
所
、実
施
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、何
ら
か
の
形

で
支
援
が
で
き
な
い
の
か
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

議
員 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
的

活
動
に
お
い
て
、一
般
の
村

民
が
中
城
村
の
知
名
度

ア
ッ
プ
や
地
域
の
活
性
化
、

村
民
の
活
力
に
寄
与
す
る

よ
う
な
活
躍
を
成
し
遂
げ

た
と
き
、行
政
か
ら
の
一

般
村
民
へ
の
後
押
し
支
援

を
行
っ
て
頂
け
れ
ば
、村
民

の
更
な
る
活
性
化
に
繋
が

り
、村
民
一
丸
と
な
っ
て
応

援
や
支
援
の
相
乗
効
果
に

期
待
が
持
て
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。「
チ
バ
リ

ヨ
ー
中
城
ご
さ
ま
る
応
援

基
金
」の「
村
長
に
お
ま
か

せ
応
援
」そ
の
辺
の
運
用
も

必
要
性
に
応
じ
て
考
え
て

頂
き
、教
育
長
並
び
に
村

長
、前
向
き
な
検
討
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
活
躍
に

支
援
の
検
討
を

農
道
舗
装

保
育
施
設
で
の
安
全
は

村
は
大
丈
夫
？

9月いそじ大会優勝9月いそじ大会優勝

村道三田線の現状（登又）村道三田線の現状（登又）
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一般質問

新垣　貞則　議員

小橋川　恵美　議員

令和4年9月定例議会 

泊
交
差
点
信
号
設
置

の
で
今
後
も
引
き
続
き
宜

野
湾
署
と
連
携
し
な
が
ら

公
安
委
員
会
等
に
要
請
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員 

信
号
機
設
置
の
要
望

は
、何
年
も
前
か
ら
交
差
点

で
の
事
故
が
起
こ
る
た
び

に
泊
住
民
が
嘆
願
し
て
い

ま
す
。今
後
も
設
置
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

議
員 

令
和
３
年
６
月
に
泊

自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た『
泊

交
差
点
信
号
機
設
置
の
お

願
い
』の
陳
情
書
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
そ
の
後
の
進
捗

を
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

昨
年
か
ら

引
き
続
き
、令
和
４
年
５
月

に
も
宜
野
湾
署
に
改
め
て

要
請
書
を
だ
し
、前
向
き
な

回
答
を
頂
い
て
い
て
お
り

ま
す
。

議
員 

泊
交
差
点
の
ク
ヮ
ー

デ
ィ
ー
サ
ー
側
か
ら
で
る
村

道
は
、学
童
保
育
も
あ
る
こ

と
か
ら
保
護
者
の
送
迎
車

も
増
え
、久
場
地
区
か
ら
の

抜
け
道
で
交
通
量
が
増
え

る
ば
か
り
で
大
変
危
険
で

す
。今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
予
定
か
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長 

去
る
10
月

６
日
に
も
宜
野
湾
署
と
改

め
て
会
議
し
、危
険
を
含
む

交
差
点
と
認
識
し
て
い
る

議
員 

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
長 

産
後
ケ
ア
事

業
に
つ
い
て
は
、家
族
等
か

ら
十
分
な
家
事
及
び
育
児

な
ど
の
援
助
が
受
け
ら
れ

な
い
出
産
直
後
の
母
子
に

対
し
て
、産
後
１
年
以
内
の

母
子
の
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
。

産
後
ケ
ア
の
利
用
者
も
令

和
３
年
以
降
、報
道
で
紹

介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
年
々

産
後
ケ
ア

増
加
し
て
い
ま
す
。関
連
事

業
で
、今
年
度
か
ら
産
後

の
支
援
で
パ
パ
・
マ
マ
応
援

ク
ー
ポ
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

議
員 

パ
パ・マ
マ
ク
ー
ポ
ン
の

事
業
内
容
と
今
後
も
継
続

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す

こ
ど
も
課
長 

全
て
の
０
歳

児
ま
で
の
お
子
様
が
い
る

家
庭
を
対
象
と
し
、１
万
円

以
内
の
ク
ー
ポ
ン
を
使
っ
て

ミ
ル
キ
ッ
ト
の
配
達
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
、ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
、整
理
収
納
、専
門
職

が
運
営
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
事
業
で
す
。村

と
し
て
は
、今
後
も
続
け
て

い
く
計
画
で
す
。

議
員 

子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
の
負
担
が
軽
減
で
き
る

事
業
で
す
し
、中
城
村
は
全

国
的
に
も
先
駆
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
内
容
で
す
の
で

今
後
も
さ
ら
に
内
容
を
充

実
さ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

高
齢
者
・
交
通
弱
者

の
為
に
、病
院
等
の
交
通
利

便
性
を
図
る
為
に
、ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
か
。

福
祉
課
長 

他
市
町
村
で
高

齢
者
、身
体
障
害
者
、上
限

を
設
定
し
た
上
で
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
配
布
等
も

あ
る
。本
村
で
は
、護
佐
丸

タ
ク
シ
ー
は
赤
字
が
発
生

し
た
の
で
中
止
、財
源
を
確

保
し
た
上
で
、そ
う
い
っ
た

部
分
を
検
討
し
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

議
員 

障
害
者
施
設（
き
ら

り
）は
、老
人
セ
ン
タ
ー
下
で

活
動
し
て
い
る
が
、老
朽
化

し
て
危
険
で
す
が
対
策
は
。

議
員 

久
場
の
沖
縄
電
力
変

電
施
設
周
辺
下
は
、去
年
の

大
雨
で
土
砂
崩
れ
や
排
水

路
が
壊
れ
た
。ま
た
、久
場

自
治
会
長
か
ら
要
請
の
久

場
20- 

１
宮
城
宅
沿
い
の
河

川
壁
の
亀
裂
、擁
壁
の
傾
き

の
土
砂
防
止
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長 

９
月
か
ら

電
力
が
変
電
施
設
内
の
土

砂
防
止
工
事
を
行
っ
て
い

る
。村
管
理
の
排
水
路
工
事

は
、３
月
完
成
予
定
。久
場

20-

１
宮
城
沿
い
の
河
川
壁  

の
亀
裂
箇
所
を
モ
ル
タ
ル
修

理
で
行
っ
て
い
る
。擁
壁
の

傾
き
土
砂
防
止
工
事
は
、中

部
土
木
事
務
所
に
対
策
を

依
頼
し
て
い
る
。

議
員 

屋
宜
〜
添
石
間
の
農

道
は
、雨
降
り
後
は
農
道
に

水
が
溜
ま
り
、農
家
の
生
産

向
上
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
が
、農
道
舗
装
工
事
の

福
祉
課
長 

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
解
体
工
事
は
、令

和
５
年
度
の
予
定
。「
き
ら

り
」の
移
転
場
所
は
、社
協

が
対
応
し
、物
件
が
見
つ

か
っ
た
と
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
課
題
は
。

産
業
振
興
課
長 

現
在
、村

道
添
石
中
央
線
か
ら
南
側

の
農
道
整
備
を
実
施
し
て

お
り
、今
年
度
で
完
成
す
る

予
定
。

中
城
小
校
区
内
の

施
設
整
備

高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
を
図
る

令
和
３
年
６
月
に
泊

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。
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一般質問

桃原　清　議員

げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長 

基
本
的
に

は
財
政
も
含
め
こ
れ
か
ら
検

討
し
な
い
と
い
け
な
い
部
分

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、生
産
団

体
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

今
ど
う
い
っ
た
補
助
を
必
要

と
し
て
い
る
の
か
し
っ
か
り

検
討
し
て
対
応
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員 

運
営
の
期
間
及
び
受

注
企
業
の
形
態
、J
V
と
し

て
理
解
す
れ
ば
良
い
の
か
。

教
育
総
務
課
長 

期
間
は

１５
年
で
す
。J
V
と
違
い

P
F
I
事
業
で
設
立
す
る

S
P
C（
特
別
目
的
会
社
）

の
法
的
性
質
は
法
人
と
な

り
ま
す
。構
成
企
業
数
に
つ

い
て
も
、代
表
企
業
や
構
成

企
業
の
出
資
状
況
等
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

議
員 

S
P
C
構
成
企
業
の

中
に
村
内
業
者
の
参
加
等

の
条
件
は
な
い
か
。

教
育
総
務
課
長 

募
集
要
項

に
お
い
て
、沖
縄
県
内
又
は

本
村
内
に
主
た
る
営
業
所

を
置
く
企
業
が
、応
募
グ

ル
ー
プ
の
中
に
協
力
又
は

下
請
け
企
業
と
し
て
５
社

以
上
本
事
業
に
加
わ
る
等

地
元
経
済
貢
献
へ
の
配
慮

P
F
I
方
式
に
よ
る

中
城
村
立
小
学
校
の

整
備
事
業

議
員 

北
浜
地
区
や
南
浜

地
区
の
潮
垣
線
で
は
、朝

と
夕
方
に
お
い
て
自
動
車

の
交
通
量
が
大
変
多
く
、

道
路
も
狭
く
、車
が
側
溝

の
上
を
走
る
と
、が
た
が
た

と
大
き
な
音
が
発
生
し
地

域
住
民
か
ら
は
騒
音
公
害

だ
と
多
く
の
声
が
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。村
と
し
て

早
急
な
対
策
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
。

 仲松　正敏　議員

議
員 

コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、円

安
に
よ
り
、農
薬
や
肥
料

価
格
が
急
騰
し
本
村
の
農

業
者
は
大
変
な
窮
地
に
あ

り
ま
す
。村
の
第
一
次
産

業
で
あ
る
農
業
を
安
定
さ

せ
、農
家
の
生
活
を
守
る
た

め
に
、ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長 

コ
ロ
ナ
交

付
金
を
活
用
し
農
業
用
皮

被
覆
ビ
ニ
ー
ル
や
電
照
菊

用
照
明
器
具
の
購
入
補
助

を
実
施
し
、ま
た
今
回
の
補

正
に
お
い
て
肥
料
に
対
す
る

支
援
も
、国
・
県
事
業
と
連

携
し
補
助
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

議
員 

農
薬
の
補
助
に
つ
い
て

は
、中
部
管
内
７
市
町
村
が

実
施
し
て
い
て
、そ
の
中
で

本
村
の
補
助
率
が
低
い
と

聞
い
て
い
る
が
、近
隣
市
町

村
並
に
補
助
金
を
引
き
上

議
員 

今
般
の
消
防
庁
舎
建

設
は
、B
T
O
方
式
で
２
０

２
３
年
６
月
頃
着
工
、２
０

２
６
年
３
月
完
成
予
定
と

あ
る
が
企
業
形
態
、地
元

業
者
の
事
業
参
加
、情
報

開
示
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
課
長 

業
者
は
設
計
建

築
２０
年
間
の
維
持
管
理
の

出
来
る
会
社
で
す
。募
集

要
項
の
中
に
、下
請
企
業

と
し
て
中
城
北
中
城
の
企

業
を
選
定
す
る
事
と
あ
り

ま
す
。

都
市
建
設
課
長 

側
溝
の
が

た
つ
き
に
対
す
る
対
策
と

し
ま
し
て
は
緩
衝
材
の
取

り
付
け
や
コ
ー
キ
ン
グ
に

よ
る
補
修
を
行
い
、が
た
つ

き
に
よ
る
騒
音
防
止
の
対

策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員 

村
内
各
地
域
で
、グ

レ
ー
チ
ン
グ
か
ら
発
生
す

る
騒
音
も
数
多
く
あ
る
よ

う
で
す
が
、そ
の
対
策
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

都
市
建
設
課
長 

グ
レ
ー
チ

ン
グ
の
劣
化
に
よ
っ
て
発

生
す
る
騒
音
に
対
し
て
は
、

溶
接
な
ど
を
行
い
、車
両

通
行
に
よ
る
金
属
音
が
出

な
い
よ
う
対
策
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

議
員 
側
溝
か
ら
発
生
す
る

騒
音
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
早

め
に
検
討
し
て
い
た
だ
い

て
、住
民
が
安
心
し
て
騒

音
の
な
い
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
対
策
を
と
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和4年9月定例議会 

議
員 

役
場
跡
地
と
中
学

校
跡
地
の
開
発
及
び
ま
ち

を
期
待
し
、業
者
選
定
の

評
価
点
に
重
き
を
お
い
て

い
ま
す
。

議
員 

津
覇
、中
城
両
小
学

校
の
事
業
予
定
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
総
務
課
長 

令
和
５
年

３
月
末
ま
で
に
事
業
契
約

の
締
結
、津
覇
小
学
校
が
令

和
８
年
６
月
末
に
工
事
完

了
、中
城
小
学
校
が
令
和

９
年
６
月
末
で
工
事
完
了

の
予
定
で
す
。

づ
く
り
推
進
課
の
業
務
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

中

学
校
跡
地
と
役
場
跡
地
の

一
体
利
用
の
商
業
施
設
が

地
域
産
業
の
振
興
等
に
よ

り
資
す
る
と
考
え
ま
す
。業

務
内
容
は
、中
学
校
移
転
に

関
す
る
諸
々
の
件
及
び
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

策
定
や
西
原
バ
イ
パ
ス
等
全

庁
横
断
的
に
各
種
事
業
推

進
に
努
め
ま
す
。

農
業
振
興

騒
音
公
害
問
題

中
城
北
中
城
消
防
組
合

新
庁
舎
建
設

役
場
庁
舎
跡
地
利
用

議
員 

中
学
校
現
校
舎
の
耐

力
度
調
査
の
結
果
、国
庫

補
助
対
象
に
該
当
す
る
か
、

用
地
取
得
の
進
捗
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
総
務
課
長 

耐
力
度
調

査
に
つ
い
て
は
県
で
精
査

中
、国
庫
補
助
に
つ
い
て
は

該
当
す
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。去
る
８
月
３０
日
に
中

城
中
学
校
移
転
事
業
説
明

会
を
開
催
し
、事
業
へ
の
同

意
を
全
て
の
所
有
者
よ
り

得
て
お
り
ま
す
。

中
学
校
移
転

（12）



一般質問

新垣　貞則　議員

小橋川　恵美　議員

令和4年9月定例議会 

泊
交
差
点
信
号
設
置

の
で
今
後
も
引
き
続
き
宜

野
湾
署
と
連
携
し
な
が
ら

公
安
委
員
会
等
に
要
請
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員 

信
号
機
設
置
の
要
望

は
、何
年
も
前
か
ら
交
差
点

で
の
事
故
が
起
こ
る
た
び

に
泊
住
民
が
嘆
願
し
て
い

ま
す
。今
後
も
設
置
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

議
員 

令
和
３
年
６
月
に
泊

自
治
会
か
ら
出
さ
れ
た『
泊

交
差
点
信
号
機
設
置
の
お

願
い
』の
陳
情
書
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
そ
の
後
の
進
捗

を
伺
う
。

住
民
生
活
課
長 

昨
年
か
ら

引
き
続
き
、令
和
４
年
５
月

に
も
宜
野
湾
署
に
改
め
て

要
請
書
を
だ
し
、前
向
き
な

回
答
を
頂
い
て
い
て
お
り

ま
す
。

議
員 

泊
交
差
点
の
ク
ヮ
ー

デ
ィ
ー
サ
ー
側
か
ら
で
る
村

道
は
、学
童
保
育
も
あ
る
こ

と
か
ら
保
護
者
の
送
迎
車

も
増
え
、久
場
地
区
か
ら
の

抜
け
道
で
交
通
量
が
増
え

る
ば
か
り
で
大
変
危
険
で

す
。今
後
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
予
定
か
伺
い
ま
す
。

住
民
生
活
課
長 

去
る
10
月

６
日
に
も
宜
野
湾
署
と
改

め
て
会
議
し
、危
険
を
含
む

交
差
点
と
認
識
し
て
い
る

議
員 

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

こ
ど
も
課
長 

産
後
ケ
ア
事

業
に
つ
い
て
は
、家
族
等
か

ら
十
分
な
家
事
及
び
育
児

な
ど
の
援
助
が
受
け
ら
れ

な
い
出
産
直
後
の
母
子
に

対
し
て
、産
後
１
年
以
内
の

母
子
の
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
。

産
後
ケ
ア
の
利
用
者
も
令

和
３
年
以
降
、報
道
で
紹

介
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
年
々

産
後
ケ
ア

増
加
し
て
い
ま
す
。関
連
事

業
で
、今
年
度
か
ら
産
後

の
支
援
で
パ
パ
・
マ
マ
応
援

ク
ー
ポ
ン
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

議
員 

パ
パ・マ
マ
ク
ー
ポ
ン
の

事
業
内
容
と
今
後
も
継
続

し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す

こ
ど
も
課
長 

全
て
の
０
歳

児
ま
で
の
お
子
様
が
い
る

家
庭
を
対
象
と
し
、１
万
円

以
内
の
ク
ー
ポ
ン
を
使
っ
て

ミ
ル
キ
ッ
ト
の
配
達
や
配
食

サ
ー
ビ
ス
、ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
、整
理
収
納
、専
門
職

が
運
営
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
事
業
で
す
。村

と
し
て
は
、今
後
も
続
け
て

い
く
計
画
で
す
。

議
員 
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
の
負
担
が
軽
減
で
き
る

事
業
で
す
し
、中
城
村
は
全

国
的
に
も
先
駆
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
内
容
で
す
の
で

今
後
も
さ
ら
に
内
容
を
充

実
さ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員 

高
齢
者
・
交
通
弱
者

の
為
に
、病
院
等
の
交
通
利

便
性
を
図
る
為
に
、ど
の
よ

う
に
取
り
組
み
ま
す
か
。

福
祉
課
長 

他
市
町
村
で
高

齢
者
、身
体
障
害
者
、上
限

を
設
定
し
た
上
で
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
配
布
等
も

あ
る
。本
村
で
は
、護
佐
丸

タ
ク
シ
ー
は
赤
字
が
発
生

し
た
の
で
中
止
、財
源
を
確

保
し
た
上
で
、そ
う
い
っ
た

部
分
を
検
討
し
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

議
員 

障
害
者
施
設（
き
ら

り
）は
、老
人
セ
ン
タ
ー
下
で

活
動
し
て
い
る
が
、老
朽
化

し
て
危
険
で
す
が
対
策
は
。

議
員 

久
場
の
沖
縄
電
力
変

電
施
設
周
辺
下
は
、去
年
の

大
雨
で
土
砂
崩
れ
や
排
水

路
が
壊
れ
た
。ま
た
、久
場

自
治
会
長
か
ら
要
請
の
久

場
20- 

１
宮
城
宅
沿
い
の
河

川
壁
の
亀
裂
、擁
壁
の
傾
き

の
土
砂
防
止
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長 

９
月
か
ら

電
力
が
変
電
施
設
内
の
土

砂
防
止
工
事
を
行
っ
て
い

る
。村
管
理
の
排
水
路
工
事

は
、３
月
完
成
予
定
。久
場

20-

１
宮
城
沿
い
の
河
川
壁  

の
亀
裂
箇
所
を
モ
ル
タ
ル
修

理
で
行
っ
て
い
る
。擁
壁
の

傾
き
土
砂
防
止
工
事
は
、中

部
土
木
事
務
所
に
対
策
を

依
頼
し
て
い
る
。

議
員 

屋
宜
〜
添
石
間
の
農

道
は
、雨
降
り
後
は
農
道
に

水
が
溜
ま
り
、農
家
の
生
産

向
上
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
が
、農
道
舗
装
工
事
の

福
祉
課
長 

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
解
体
工
事
は
、令

和
５
年
度
の
予
定
。「
き
ら

り
」の
移
転
場
所
は
、社
協

が
対
応
し
、物
件
が
見
つ

か
っ
た
と
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
課
題
は
。

産
業
振
興
課
長 

現
在
、村

道
添
石
中
央
線
か
ら
南
側

の
農
道
整
備
を
実
施
し
て

お
り
、今
年
度
で
完
成
す
る

予
定
。

中
城
小
校
区
内
の

施
設
整
備

高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
を
図
る

令
和
３
年
６
月
に
泊

※一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。

めぐみ
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令和4年9月定例議会 

沖縄県町村議会広報研修会 2022年11月16日(水)
そろそろ化けませんか？？おばけのはなしではありません。

絶滅危惧から持続可能な議会広報へのサブタイトルで、議会広報ファシリ
テーターの越地真一郎氏を講師に迎え開催されました。  
先入観を捨てる、企画特集を重視する、議会の存在感を出すこと、読者を満

足させること、外部の目を意識し時流をキャッチする事、そのためにたえざる創
意工夫が必要であり、その例として、斬新な表紙や記事を取り上げた全国の誌
面(写真)が紹介されました。 
これらのアドバイスを参考に、慣例にとらわれすぎないように、読者第一の視
点を大切に手に取ってもらえる誌面となるよう活かしていきたいと思います。
（安里清市）

自治会館にて、本村議会から総務・建設・文教社会常任委員会の委員長、副委員長と議会運営委員会
委員長、議会事務局長、係長の計9名が参加しました。講師の沖縄県町村議会議長会の金城康次事務局
長より「常任委員会の役割と運営について」以下の7項目について講義研修を受けました。

❶委員会制度
❷委員長の役割と権限
❸委員会の運営
❹委員会の公開、非公開
❺委員派遣
❻常任委員会活動の活性化
❼常任委員長として心がけたい事項等の説明がありました。

　講義内容の詳細に常任委員長として心がけたい事項の中
で所管事務調査関連の説明があり、そこで委員会審査報告
の実例紹介がなされ、今後の議会報告会や委員会活動の運
営に取り入れていく必要があると感じました。委員長・副委
員長就任の初心に返り、本村議会の活性化にさらに寄与する
調査・審査活動を目指し、リーダーシップ発揮に万全を期し
たい!（比嘉麻乃）

常任委員長・副委員長実務研修会 2022年11月28日(月)

（15）

一般質問

議
員 
観
光
入
客
を
増
や
す

た
め
に
ど
ん
な
活
動
を
行
っ

て
来
ま
し
た
か
。

村
長 

比
嘉
議
員
の
経
験
と

知
恵
も
お
借
り
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
行
く
。

産
業
振
興
課
長 

２
０
１
１

年
に
観
光
振
興
係
を
新
設
、

城
跡
の
知
名
度
を
上
げ
る

た
め
、イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施

し
た
。更
に
、陸
上
競
技
場

へ
、プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の

キ
ャ
ン
プ
を
受
け
入
れ
る
。

議
員 

現
状
の
課
題
を
伺
う
。

産
業
振
興
課
長 

要
望
が
多

く
あ
る
、宿
泊
施
設
が
な
い

こ
と
や
、内
的
課
題
と
し
て

観
光
政
策
を
企
画
で
き
る

人
材
育
成
と
受
入
れ
体
制

の
強
化
、村
内
ガ
イ
ド
育
成

も
課
題
で
あ
る
。

議
員 

行
政
と
し
て
観
光
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

議
員 

中
城
は
農
地
法
で
、

家
が
建
て
ら
れ
な
い
区
域
が

多
く
、住
民
の
不
満
の
声
が

多
い
。宅
地
へ
の
見
直
し
は

村
長 

土
地
利
用
度
が
低
い

の
で
、選
択
肢
を
広
げ
る
為

に
、見
直
し
を
含
め
改
革
し

て
い
き
た
い
強
い
気
持
ち
が

あ
る
。

議
員 

農
振
地
見
直
し
期
間
は

産
業
振
興
課
長 

農
振
地
計

画
は
、約
５
年
で
見
直
し
て

お
り
、今
年
度
、見
直
し
に

向
け
動
い
て
い
る
。

議
員 

現
状
の
課
題
は

産
業
振
興
課
長 

農
振
地
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

原
野
化
し
て
い
る
農
地
に
つ

い
て
は
、用
途
見
直
し
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

議
員 

土
地
問
題
は
、本
村

の
重
要
課
題
で
あ
り
、村
長

始
め
職
員
が
、見
直
し
に
向

け
、取
り
組
ん
で
お
り
、今

後
も
注
視
し
て
行
き
ま
す
。 比嘉　護　議員

令和4年9月定例議会 

産
業
振
興
課
長 

観
光
は
経
済

と
リ
ン
ク
し
て
お
り
、サ
ッ
カ
ー

受
入
れ
の
際
、飲
食
店
の
出
店

拡
大
に
努
め
る
。島
人
参
の
収

穫
体
験
や
企
業
と
の
連
携
、物

産
展
で
の
活
動
。今
後
は
、城

跡
の
来
場
者
増
加
や
観
光
協

会
が
地
域
限
定
を
習
得
し
て

お
り
、協
会
と
連
携
し
、農
業
・

漁
業
・
生
産
業
と
ツ
ア
ー
商
品

の
開
発
を
目
指
す
。村
長
か
ら

も
あ
っ
た
様
に
、比
嘉
議
員
は
、

観
光
関
連
業
界
の
と
り
わ
け
、

ホ
テ
ル
業
の
経
験
が
豊
富
で
あ

る
の
で
、村
の
観
光
発
展
に
対

し
て
、ご
意
見
や
ご
提
言
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員 

観
光
客
の
消
費
単
価
は

高
単
価
で
あ
り
、今
後
、観
光

誘
致
の
施
策
を
打
出
す
こ
と

で
村
の
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、今

後
、宿
泊
施
設
誘
致
等
の
実
現

に
向
け
、行
政
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
行
く
。

土
地
利
用
見
直
し

観
光
振
興
は

　今回の研修は議員選挙後で町村議員と事務局が新体制404人
の参加があり、これまでの沖縄振興の取り組みを歴史を踏まえて
（1972～2021）、米軍施政権下27年間は、日本政府の支援を受
けることができなかった沖縄は、日本と世界の懸け橋となる強くし
なやかな自立型経済の構築を目標に県が奮闘していることを報
告。町村議会議員としての開発のハード面や予算の現状等を勉強、
県民所得、産業振興、雇用対策、離島振興、など学ぶことが多くあ
りました。

　議員報酬は「役務の対価」であり「給与」ではない。会期日数だけが議会・議員の活動ではない。
　目からうろこの気づきもあり、平均年齢64歳の現状、若い方が議員へ挑戦できる給与、報酬と意識
改革など学ぶ事が多い研修でした。
　ひきづつき交流会に移り、今回当選した女性議員の登壇で会場の皆さんに抱負をPR。
　今後の活躍に大きな拍手で会場が和み笑顔で交流が盛り上がりました。（屋良照枝）

町村議会議員・事務局職員研修会 2022年10月13日(木)パシフィックホテル沖縄

❷ 町村議会の議員報酬と政務活動費のあるべき姿～議会力アップのための条件整備を考える～
　 講師：飯田厚氏/全国町村議会議長会議事調査部長

❶ 沖縄振興について  講師：城間直樹氏/沖縄県企画部企画調整課副参事

まもる
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令和4年9月定例議会 

沖縄県町村議会広報研修会 2022年11月16日(水)
そろそろ化けませんか？？おばけのはなしではありません。

絶滅危惧から持続可能な議会広報へのサブタイトルで、議会広報ファシリ
テーターの越地真一郎氏を講師に迎え開催されました。  
先入観を捨てる、企画特集を重視する、議会の存在感を出すこと、読者を満
足させること、外部の目を意識し時流をキャッチする事、そのためにたえざる創
意工夫が必要であり、その例として、斬新な表紙や記事を取り上げた全国の誌
面(写真)が紹介されました。 
これらのアドバイスを参考に、慣例にとらわれすぎないように、読者第一の視
点を大切に手に取ってもらえる誌面となるよう活かしていきたいと思います。
（安里清市）

自治会館にて、本村議会から総務・建設・文教社会常任委員会の委員長、副委員長と議会運営委員会
委員長、議会事務局長、係長の計9名が参加しました。講師の沖縄県町村議会議長会の金城康次事務局
長より「常任委員会の役割と運営について」以下の7項目について講義研修を受けました。

❶委員会制度
❷委員長の役割と権限
❸委員会の運営
❹委員会の公開、非公開
❺委員派遣
❻常任委員会活動の活性化
❼常任委員長として心がけたい事項等の説明がありました。

　講義内容の詳細に常任委員長として心がけたい事項の中
で所管事務調査関連の説明があり、そこで委員会審査報告
の実例紹介がなされ、今後の議会報告会や委員会活動の運
営に取り入れていく必要があると感じました。委員長・副委
員長就任の初心に返り、本村議会の活性化にさらに寄与する
調査・審査活動を目指し、リーダーシップ発揮に万全を期し
たい!（比嘉麻乃）

常任委員長・副委員長実務研修会 2022年11月28日(月)

（15）
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第4回 議会報告会

中部地区町村議員・職員研修会 2022年11月25日(金)

日時：令和５年2月2日（木）
開場：午後6時（6時30分から8時まで）
場所：吉の浦会館大ホール

議会活動の
報告です

みなさんの声を
お寄せください

の題字を募集します。
中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません！
あなたの字のままでいいんです！ 

お問い合わせは　中城村議会事務局
（☎098-895-4318）まで 
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会
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安里 清市小橋川 恵美新垣 修玉那覇 登屋良 照枝

志望校に

合格できるように

勉強に力をいれています。

高校でもハンドボールを

頑張りたいです。

井上 悠

　吉の浦会館にて開催され、6町村で、議員・職員80名の参加となりました。
　テーマは『議員のなり手不足の現状と課題について』講師：沖縄県町村
議会議長会の石垣安秀氏による、研修会となりました。
　新聞でも話題になる議員報酬問題。各町村でも取り上げられており若手
議員のなり手が少ない現状を紹介し、さらに、総務省等の報告書の説明が
あった。「町村議会の平均議員報酬月額、約21万7千円である」これだけで
は生計が維持できないほどの水準になっているとの説明があった。このこ
とが若手議員のなり手不足の要因の一つになっていると考えられている。
今後、各町村においても、若手議員のなり手不足を解消するのであれば避
けては通れない課題である。そのため、村民の方々の理解を得るのは不可
欠であり、議員の環境整備を見直す意味でも、重要であるので、引き続き、
村民の皆様や他町村の動向も参考にしながら、取り組んで参ります。
（比嘉護）
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